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令和３年度 健康局 主な事業の実績 

市民の生命・健康と安全を守るため、令和３年度は、 

①「新型コロナウイルス感染症対策」として、市民へのワクチン接種をはじめとする「感染拡大防

止」と「医療提供体制の確保」に全力で取り組みました。 

②誰もが健康になれるまち「健康創造都市ＫＯＢＥ」を目指し、健康寿命の延伸、健康格差の縮小、

市民の健康づくりの取り組みを進めるとともに、地域医療の確保、くらしの安全を守る施策など

を展開しました。 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

１．感染拡大の防止 〔 2,805,379千円 〕 

（１）相談体制 〔 146,272千円 〕 

新型コロナウイルス感染症に関する健康相談窓口として、「新型コロナウイルス専用健康相談窓口」

及び日本滞在歴が５年以内の外国人で日本語での電話相談が困難な方を対象に、三者通訳により症状の

相談、検査や医療機関の案内等を行う「外国人検査相談コールセンター」を運営しています。 

（２）検査体制 〔 2,656,656千円 〕 

新型コロナウイルス感染症が疑われる場合に、適切に検査を実施し、迅速な治療と感染の拡大防止を

はかっています。 

重症化予防及びクラスターの未然防止をはかるため、社会福祉施設等において定期的検査を実施して

います。 

また、神戸市健康科学研究所において、市内の医療機関等から収集した陽性検体について、ゲノムサ

ーベイランスを実施することにより、新たな変異株を早期に発見できる体制を確保しています。 

（３）保健所の体制強化 〔 － 〕 

 新型コロナウイルス感染症対策や感染症神戸モデルの推進、児童・高齢者の虐待対応等、高まる保健

福祉ニーズに的確に対応するため、令和３年度に引き続き、保健師を約 30 名増員し、体制強化をはか

っています。（令和３年４月 246 名から令和４年４月 275 名、加えて年度途中の採用により約 300 名の

体制を構築） 

また、各区保健センター全保健師にタブレットを配布するとともに、患者データ管理アプリの活用等

ＤＸによる保健所業務の効率化を行いました。 

さらに、神戸市健康科学研究所の健康科学研究職を増員し、検査・研究体制の強化を行いました。 

（４）市民への広報、風評被害対策等 〔 2,451千円 〕 

 感染防止対策のさらなる徹底を動画やＳＮＳを活用して、市民への呼びかけを行うとともに、感染者

やその家族、医療従事者等に対する差別・偏見を防止するため、新型コロナウイルス感染症に関する正

しい知識と、新型コロナウイルス感染症に関わる人々を支援する広報啓発を行っています。 
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２．医療提供体制の確保 〔 10,990,938千円 〕 

（１）外来医療体制 

発熱・せき等の症状があった場合に、診療・検査が可能なかかりつけ医などの地域の身近な医療機関

を確保しています。（８月26日時点：市内412か所） 

  なお、コロナ患者の急増により発熱外来、救急外来がひっ迫する状況の中、高齢者など重症化リスク 

のある方の受診を最優先とするため、オンライン確認センターを設置し、基礎疾患のない６歳から 59

歳の方を対象に、抗原定性検査キットを無料で送付し、陽性の方で医師が必要と判断した場合には、登

録薬局で薬の配付等を行っています。 

 

 （２）入院医療体制  

 感染症指定医療機関である中央市民病院及び適切な感染予防策がとれる市内医療機関の連携のもと、

８月 26日時点で 423 床（うち重症病床 53床）、さらなる感染拡大時には最大 468 床（うち重症病床 53

床）のコロナ受入病床を確保しています。 

 

（３）医療機関支援 〔 5,381,766千円 〕 

新型コロナウイルス感染症に対応する市内医療機関を支援するため、患者の受入れ・検体採取を行う

医療機関への助成や、遠隔ＩＣＵシステムによる診療サポートを実施しています。  

また、中央市民病院における重症患者用臨時病棟の運営及び集中治療対応を行う看護師の確保・育成

を支援するほか、重症患者のコロナ治癒後の転院受け入れに対する支援も行っています。 

さらに入院が必要となった要介護者や妊婦・透析患者を受け入れる医療機関の確保にかかる支援も行

っています。 

 

（４）宿泊療養施設の運営 〔 4,997,477千円 〕  

新型コロナウイルス感染症の軽症者等を受け入れる宿泊療養施設を市内６か所703室運営しています。 

なお、ニチイ神戸ポートアイランドセンター宿泊棟においては、要介護者等の緊急受入れやハイリス

ク者・酸素投与が必要な方の受入れを中心とし、感染拡大時においては、施設入所等要介護者の緊急入

院にあたって、休日・夜間など入院調整に時間を要する場合等に、入院するまでの間の一時的受入体制

を確保しています。 

また、入所者の入院調整中等に酸素投与が必要になった場合に備え、３か所の宿泊療養施設で、大き

な流量の酸素が供給できる設備を設置しています。 

 確保室数 酸素投与設備 備考 

ニチイ神戸ポートアイランドセンター宿泊棟 50室 〇 
令和２年４月11日開設 

うち30室は要介護者等向け 

ホテルサンルートソプラ神戸アネッサ 138室 － 令和３年８月20日開設 

神戸ポートタワーホテル 154室 〇 令和３年９月18日開設 

ホテルサンルートソプラ神戸 176室 〇 令和４年１月21日開設 

東横INN神戸湊川公園 86室 － 令和４年８月29日開設 

KOKO HOTEL 神戸三宮 99室 － 令和４年８月30日開設 

計 ６施設 703室   

（８月26日時点） 

2



 
 
 

※東横INN神戸三ノ宮I（88室）は令和４年６月10日閉鎖 

※東横INN神戸三ノ宮駅市役所前（110室）は令和４年８月１日閉鎖 

 

（５）自宅療養者に対する支援 〔 611,437千円 〕 

 各区保健センターにおいて、重症化リスクのある自宅療養者の対応に重点化し健康観察を行うととも

に、自宅療養フォローアップセンターにおいて、重症化リスクの低い軽症等の方の自宅療養に関する相

談に対応しています。 

症状が進行しつつある方に対しては、早期に外来受診や往診・電話診療・オンライン診療を行い、患

者の状況に応じた迅速な対応を行っています。 

また、食料・衛生用品等の自宅への配送や、パルスオキシメーターの貸し出しを行う等、自宅療養に

必要な支援を実施しています。 

 

（６）新型コロナウイルス感染症の後遺症対策 〔 258千円 〕 

 新型コロナウイルス感染症の治療・療養後の倦怠感や、息苦しさ等の後遺症に関する悩みを抱えてい

る方への相談窓口である「後遺症相談ダイヤル」を運営しています。 

 また、令和３年 12 月～令和４年１月に実施した「新型コロナウイルス感染症後遺症実態調査」の結

果を踏まえ、感染後の健康状態を確認する健診の受診機会や筋力低下を改善する機会の提供を行ってい

ます。 

  

３．新型コロナウイルスワクチンの接種 〔 22,671,134千円 〕 

神戸市・一般社団法人 神戸市医師会・公益社団法人 神戸市民間病院協会・公益社団法人 神戸市

歯科医師会・一般社団法人 神戸市薬剤師会と合同で「神戸市新型コロナワクチン接種連携本部」を設

置し、公的病院の協力も得ながら連携して取り組み、迅速にワクチン接種を進めています。 

各医療機関での個別接種のほか、各区に設置している集団接種会場や、配慮を要する方向けの接種会

場の設置、巡回接種の実施等により、安全かつ迅速にできるだけ多くの方に接種いただけるよう取り組

んでいます。 

 

４．新型コロナウイルス感染症の健康二次被害対策 

（１）高齢者の健康づくり支援 〔 13,226千円 〕 

 コロナ禍における外出への不安により、医療機関への受診控えや活動量の低下による高齢者のフレイ

ルや認知機能の低下が懸念されていることから、高齢者が気軽に相談できる「シニア健康相談ダイヤル」

を運営しています。 

 

（２）精神保健福祉相談の実施 〔 20,505千円 〕 

  コロナ禍における生活様式等の変化から生まれる精神的負担に対し、各区保健福祉部、精神保健福祉

センター、及び「神戸市こころといのちの電話相談」においてこころの相談を実施しています。 
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【健康創造都市ＫＯＢＥの推進】 

 

１．健康創造都市ＫＯＢＥの推進  

（１）ヘルスケアデータの活用 〔 32,031千円 〕 

科学的根拠に基づく保健事業を実施し、市民への効果的なフィードバックを行うため、医療・介護等

のレセプトデータや健診データを連結・匿名化した新たな情報基盤である「ヘルスケアデータ連携シス

テム」等で得られたデータを活用し、学術機関等と協働した研究や実証事業に取り組みました。 

 

（２）データを活用した高齢者の医療・介護予防の実施 〔 72,304千円 〕 

医療・介護レセプト等から抽出したデータの活用により、糖尿病性腎症や低栄養などのハイリスク者

の抽出や地域の健康課題の明確化を行い、保健師や管理栄養士、歯科衛生士が個別の訪問指導や、つど

いの場における健康教育・相談等を実施することで、より効果的なフレイル予防や疾病予防に取り組み

ました。 

 

２．がん対策の推進 

 （１）がん検診 〔 1,059,731千円 〕 

①受診しやすい環境整備 

40 歳総合健診受診券や、20 歳の女性を対象とした子宮頸がん検診無料クーポン券配布等の受診勧

奨に加え、特定健診とがん検診が同日に受診可能なセット健診を実施しました。また、郵送方式の大

腸がん検診について、e-KOBEでの受付けを開始し、市民の利便性向上により、がん検診の受診率向上

をはかりました。 

②乳がん検診における高濃度乳房の通知 

乳腺が多く脂肪が少ない乳房構成であるために、マンモグラフィ検査によって異常を見つけにくい

場合のある「高濃度乳房」と判定された方について、がん検診の結果通知を行う際に同時に高濃度乳

房であるとの通知を行い、自身の乳房構成を認知させるとともに、ブレスト・アウェアネス（乳房を

意識する生活習慣）の啓発を推進しました。 

 

（２）がん患者の治療と社会参加等の両立支援 〔 30,686千円 〕 

①アピアランスケア支援 

がん患者の療養生活の質（ＱＯＬ）の向上及び経済的負担の軽減と社会復帰を支援するため、抗が

ん剤や放射線治療等のがん治療の影響により、脱毛・乳房摘出となったがん患者に対し、ウィッグ・

人工乳房等の整容にかかる用具の購入経費の一部を助成する制度を県市協調で創設しました。 

②骨髄等移植の推進 

骨髄ドナー登録者の増加及び骨髄等移植の推進をはかるため、骨髄等を提供しやすい環境整備や経

済的負担の軽減等を目的とした助成制度を創設しました。 

③仕事の継続支援 

「神戸市がん対策推進条例（令和２年１月改正）」の趣旨を踏まえ、がん患者の治療や不安・精神

的苦痛に対する相談や就労支援相談を担う「がん相談支援センター」の周知を積極的に行うとともに、

企業や市民向けの就労支援講演会を実施し、がん患者の現状や課題について情報提供を行いました。 
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３．難病対策 〔 2,965,056千円 〕 

原因が不明で治療法が確立していない難病のうち、国が指定する338疾病について医療費を助成する

ほか、難病患者等に対する相談・支援、地域交流活動の推進及び就労支援などを行う拠点施設として「難

病相談支援センター」を運営しました。 

また、災害時における在宅人工呼吸器使用者の安全確保のため、非常用電源装置等の購入に係る費用

の一部助成を実施しました。 

 

４．歯と口腔の健康づくり対策 

 （１）歯周疾患対策 〔 56,427千円 〕 

歯の喪失の主な原因である歯周病などを早期発見することを目的に、満40歳・50歳・60歳の方を対

象とした歯周病検診及び、妊婦と75歳の方を対象とした歯科健診を実施しました。 

 

 （２）オーラルフレイル対策 〔 13,863千円 〕 

オーラルフレイルを早期に発見し口腔機能の回復をはかることでフレイルを予防するため、65歳の市

民を対象とした、地域の歯科医院におけるオーラルフレイルチェックを開始しました。 

 

（３）フッ化物洗口・塗布の実施 〔 1,727千円 〕 

むし歯予防の効果的な手段であるフッ化物洗口について、外部人材を活用しながら、小学校のモデル

２校において実施しました。また、１歳６か月児及び３歳児健診の場において、継続したフッ化物塗布

の実施について啓発を行いました。 

 

５．食育・食物アレルギー対策の推進 〔 12,735千円 〕 

市内スーパー等と連携した「ＫＯＢＥ野菜を食べようキャンペーン」の実施や、後期高齢者を対象と

した低栄養予防支援、子育て世帯に向けては「ＫＯＢＥ子育て応援レシピ」動画の配信、大学生に向け

てはＳＮＳを活用した食育の啓発を実施し、ライフステージに応じた食育を推進しました。また、食育

ポータルサイト「こうべ食フレ！」を立ち上げ、市民が参加したい、取り組みたい情報をわかりやすく

発信しました。さらに、食物アレルギー対策については、子育て世帯への情報発信の充実、健診従事者

の資質向上に取り組みました。 

 

６．精神保健対策 〔 64,163千円 〕 

（１）実地指導の強化 

市内精神科病院に対する実地指導を強化し、精神科病院における暴力・虐待事案の防止の指導に努め

ました。また、精神保健福祉専門分科会において、学識経験者等の専門的な見地から実地指導の状況に

ついて検証するなど、実地指導のさらなる改善をはかりました。 

 

（２）精神障害者の地域移行・地域定着の推進 

退院可能な精神障害者が、地域での生活に円滑に移行できるよう、ピアサポーターの養成及び精神科

病院での支援活動等により、地域移行・地域定着の取り組みを推進しました。また、措置入院等の精神

障害者が、必要な医療・介護・福祉等の支援を途切れさせることなく地域で暮らせるよう、継続支援チ

ームによる支援を行いました。 
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 （３）相談体制の強化 【一部再掲】 

  各区保健福祉部における保健師等による支援や、精神保健福祉センターにおける「神戸市こころとい

のちの電話相談」を体制強化し、様々な心の相談に対応しました。 

兵庫県と共同で設置している「ひょうご・こうべ依存症対策センター」における専門相談や支援者の

養成等により、依存症患者及びその家族等に対する包括的な支援を行いました。 

 

７．看護大学の運営・地域への貢献 〔 948,073千円 〕 

保健・医療・福祉の教育研究拠点として、社会的ニーズに対応した幅広く高い能力を持つ看護人材を

育成するとともに、学術研究、地域貢献活動、国際交流の推進等により、学術の発展並びに市民の健康

と生活の質の向上に取り組みました。 

 

８．保健所の体制強化 〔 － 〕【再掲】 

 新型コロナウイルス感染症対策や感染症神戸モデルの推進、児童・高齢者の虐待対応等、高まる保健

福祉ニーズに的確に対応するため、令和３年度に引き続き、保健師を約 30 名増員し、体制強化をはか

っています。（令和３年４月 246 名から令和４年４月 275 名、加えて年度途中の採用により約 300 名の

体制を構築） 

また、各区保健センター全保健師にタブレットを配布するとともに、患者データ管理アプリの活用等

ＤＸによる保健所業務の効率化を行いました。 

さらに、神戸市健康科学研究所の健康科学研究職を増員し、検査・研究体制の強化を行いました。 
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【地域医療の確保】 

 

１．地域医療の確保 

（１）救急医療体制の整備 〔 1,009,435千円 〕 

市民の利便性の向上をはかり、二次・三次救急医療機関の負担を軽減するため、軽症患者に対応する

急病診療所を新たに北区にも開設し、市民がそれぞれの症状に応じた治療を受けることができるよう、

初期（一次）から三次までの救急医療体制を確保しました。 

 

（２）北神地域急性期医療の確保 〔 120,188千円 〕 

北神地域の急性期医療・救急医療を確保する観点から、地域周産期母子医療センターの機能維持に対

する支援制度を創設しました。 

また、「北神・三田地域の急性期医療の確保に関する検討委員会」を三田市と共同で設置し、北神地

域の急性期医療を将来にわたって確保するための方策の検討を行いました。 

 

（３）西市民病院の中長期的ビジョンの検討 〔 9,084千円 〕 

市街地西部（兵庫区・長田区・須磨区本区）の中核病院として求められる役割・機能等、西市民病院

の今後のあり方について、「西市民病院のあり方検討に係る有識者会議」での意見等を踏まえ検討を進

め、新西市民病院整備基本方針、新西市民病院整備基本構想を策定しました。 

 

２．市民病院の運営 〔 4,295,877千円 〕 

地域医療機関との連携・役割分担のもと、救急医療や高度・専門医療等の政策的医療を担い、質の高

い医療を安定的に提供することで市民の生命と健康を守る役割を果たすとともに、いち早く市民に最新

の医療を提供できるよう、神戸医療産業都市の中核機関である中央市民病院の臨床研究推進センターを

中心に、治験・臨床研究のさらなる推進をはかりました。 
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【くらしの安全を守る】 

 

１．斎場・墓園の再整備 〔 335,777千円 〕 

  増え続ける火葬需要や、墓に対する市民ニーズの多様化に対応するため、老朽化した西神斎場の火葬

炉を更新するとともに、鵯越合葬墓の合葬施設を拡張しました。 

また、西神斎場及び西神墓園の火葬・管理業務について民間委託を実施しました。 

 

２．こうべ動物共生センターの開設 〔 151,099千円 〕 

犬猫の引取数や殺処分数のさらなる低減に向けた、譲渡などの動物愛護事業の充実のため、動物管理

センターから愛護機能を分離し、しあわせの村内に動物愛護拠点「こうべ動物共生センター」を開設し、

犬猫の譲渡会やアニマルセラピーを実施しました。 

 

３．衛生監視事務所の業務効率化及び再編 〔 38,154千円 〕 

  食品衛生・環境衛生等の衛生監視業務について、電子申請システムや窓口での手数料収納事務のキャ

ッシュレス決済等ＤＸによる効率化をはかり、衛生監視事務所を５か所から２か所に再編しました。 
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【子育てしやすい環境の整備】 

 

１．予防接種の実施 〔 396,689千円 〕 

子育て世代の経済的負担軽減のため、任意予防接種である小児のインフルエンザワクチン（１～13歳

未満）、おたふくかぜワクチン（１～３歳未満）の接種費用を一部助成しました。また、小児がん治療

などのため、定期予防接種で獲得した抗体が失われた場合に実施する予防接種の再接種にかかる費用を

助成しました。 

子宮頸がん（ＨＰＶ）ワクチンの有効性やリスクを理解したうえで接種の判断ができるよう、定期接

種対象者である小学６年生から高校１年生相当の女子に対し、リーフレットを個別に送付しました。さ

らに、令和４年度は、子宮頸がんワクチンの積極的な勧奨が再開されたことに伴い、定期接種対象者に

対して、６月にワクチン接種の個別通知を行いました。また、積極的勧奨を控えてきたことにより定期

接種の機会を逃した世代に対して無料接種を実施するとともに、定期接種の対象年齢を過ぎて令和４年

３月31日までに自費で予防接種を受けた場合に、接種費用の償還払いを行っています。 

 

２．子育て世帯の銭湯利用促進 〔 17,388千円 〕 

銭湯を中心とした地域での子育て支援のため、大人と子どもで銭湯を利用した場合の入浴料を、子ど

もは無料、子ども１人につき大人１人を半額にするとともに、利用者等の利便性向上のため、助成券の

電子化を行いました。 

 
３．フッ化物洗口・塗布の実施 〔 1,727千円 〕【再掲】 

むし歯予防の効果的な手段であるフッ化物洗口について、外部人材を活用しながら、小学校のモデル

２校において実施しました。また、１歳６か月児及び３歳児健診の場において、継続したフッ化物塗布

の実施について啓発を行いました。 
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Ⅰ 一 般 会 計 

11



12



予 算 現 額 決 算 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額
決算
明細
書頁

69,900,548,000 60,801,181,841 3,066,563,000 6,032,803,159

1 衛 生 総 務 費 14,736,673,000 11,083,325,082 455,750,000 3,197,597,918 57

2 公 衆 衛 生 費 52,160,554,000 47,496,748,692 2,103,961,000 2,559,844,308 58

3 環 境 衛 生 費 3,003,321,000 2,221,108,067 506,852,000 275,360,933 59

13 990,956,000 948,072,990 40,000,000 2,883,010 79

9 看 護 大 学 費 990,956,000 948,072,990 40,000,000 2,883,010 84

15 810,000,000 791,253,296 0 18,746,704 89

2 過 年 度 支 出 810,000,000 791,253,296 0 18,746,704 91

71,701,504,000 62,540,508,127 3,106,563,000 6,054,432,873歳 出 合 計

5 衛 生 費

歳 出

款 項

教 育 費

諸 支 出 金

57
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（参考）　都市整備等基金による土地の先行取得状況

（金利額）外書

面積　㎡ 金額　円

1
(31,288,617)

2
141,665,337

(31,288,617)

141,665,337

総 合 計 751.06

事業名（用途）

R４年３月31日　現在残額
R３年度末時点
の利用状況

買戻し予定

健 康 科 学 研 究 所 の 所 属 換 751.06 健康科学研究所として使用。
令和10年度買い戻し
完了予定
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Ⅱ 介護保険事業費 
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